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　家畜伝染病防疫研修会を開催しました
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　豚コレラ感染拡大止まらず！
　～引き続き飼養衛生管理の強化を～
　　　高梁家畜保健衛生所

〔農業共済だより〕
　畜産だより　
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〔畜産現場の声〕
　牛に優しい酪農経営を目指して
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こうして防ごう、農作業事故
～安全な機械作業のために～
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生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。

株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役　青江　一三
本　　　社　　　〒７１９－１１５６　総社市門田７０－１　TEL（０８６６）９３－８７９０

阿曽事務所　　　〒７１９－１１０３   総社市西阿曽前田１９３－４
　　　　　　　　TEL（０８６６）９９－８３００　　FAX（０８６６）９９－８３０１

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます



死亡牛・死亡豚他の処理

廃食油

医療廃棄物

有機性汚泥

動植物性残渣

取扱品目

岡 山 本 社   〒712-8055  岡山県倉敷市南畝1丁目13番1号

広島事業所   〒738-0513  広島県佐伯区湯来町大字伏谷字今山137番58

福山事業所   〒729-3102  広島県福山市新市町相方1089-19

鳥取事業所   〒680-0906  鳥取県鳥取市港町51番地

津山事業所   〒708-1544  岡山県久米郡美咲町周佐1377-4

たつの事業所   〒679-4116  兵庫県たつの市神岡町沢田字平岩ﾉ下1363番地

大村事業所   〒856-0009  長崎県大村市松原本町565番地13

TEL 086（450）3807
FAX 086（450）4008
TEL 0829（40）5177
FAX 0829（40）5178
TEL 0847（54）2007
FAX 0847（54）2008
TEL 0857（50）1736
FAX 0857（50）1738
TEL 0868（62）1232
FAX 0868（62）1233
TEL 0791（64）0080
FAX 0791（64）0081
TEL 0957（46）3800
FAX 0957（46）3824

株式会社　正和 代表取締役　岸　小三郎

岸化学グループ 残暑お見舞い申し上げます

取扱品目のあらまし

株式会社 ジュウチク

動物用ワクチン・血清類一切，獣医畜産用薬品全般
家畜・家禽の飼料添加剤各種，獣医畜産用器具機械類
衛生材料（ガーゼ・脱脂綿・繃帯・その他）
土壌関係検査測定器具・試薬

岡山市北区奉還町4-4-11 岡獣ビル内 TEL 086-214-2288
FAX 086-214-2287

残暑お見舞い申し上げます
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１　はじめに
　本県の畜産業の産出額は557億円（平成29
年）で、そのうち酪農部門は119億円（21.4%）
を占める重要な産業となっています。飼養
戸数は減少しているものの、クラスター事
業等の活用により規模拡大が進み、平成30
年の生乳生産量は99,420 t と前年比8.8%の
伸びを記録しました。

県内の生産動向

　県では関係機関と連携し、本県酪農業の
更なる生産基盤の強化と、安全な県産牛乳
の安定的な生産を推進しています。
　
２　乳質改善対策の強化
　令和 2 年度より、中国 5 県統一の乳質基
準が導入されることとなっています。新し
い基準では、衛生的乳質については細菌数
と体細胞数が一体化された乳価テーブルで
計算され、また、月単位ではなく旬ごとに
乳成分が評価されるなど、場合によっては
これまで以上のペナルティが科されること
となります。一方で、良質乳生産者には加
算金が多く配分される場合もあります。
　本県の乳質成績は、中国 5 県の中でも良
好とは言えず、特に体細胞数については改
善目標達成率が低い状況が続いています。

改善目標達成率

　このため、岡山県酪農経営支援チーム
（以下、支援チーム）では、「体細胞数の低
減」を今年度の重点取組事項の一つとして
指導を強化することとしています。衛生検
査事業でのバルク乳検査の結果等を有効に
活用し、搾乳機器の点検や搾乳手技の指導
により乳質の向上を図ります。

３　後継牛確保対策の推進
　支援チームでは、もう一つの重点指導
項目として、「空きスペース（牛床）対策」
に取り組んでいます。
　性判別精液の利用拡大等により、全国的
に 2 歳未満の未経産牛が増加するなど、乳
用後継牛の確保が進んでいますが、依然、
牛舎には空きスペースが見受けられます。
　「みんなの牧場へ」ステップアップ事業
では、平成28年度より地域内での後継牛の
生産流通の促進を支援しており、年間約80
頭の実績があります。また、平成30年度か
らは減少している公共育成牧場の機能を補
完するため、預託や買い上げによって後継
牛として育成する民間牧場の取組を支援し
ており、現在 2 牧場が本事業に取り組んで
います。
　この他、関係者が密に連携して繁殖指導
や育成技術を指導することにより、空きス
ペースを低減し、生乳生産量の確保を図り
ます。

民間の育成牧場

〔施策〕

岡山県の酪農振興施策について
岡山県農林水産部畜産課

H28
H29
H30

280
266
250
（農林水産省統計、（　）は全国順位）

飼育戸数
　　（戸）

15,300（12）
14,700（12）
16,100（10）

飼育戸数
　　（頭）

93,532（11）
91,345（11）
99,420（10）

生乳生産量
　（年次・t）

H28年度
H29年度
H30年度

99.2
98.8
98.8

95.1
97.2
96.5

73.4
71.1
70.9

92.4
93.4
94.1
（中国生乳販連まとめ、単位：％）

細菌数
10万/ml未満

体細胞数
30万/ml未満

脂肪率
3.5%以上

無脂固形
8.4%以上
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４　暑熱対策の推進
　平成29年度より、暑熱ストレス低減で乳
量アップ！酪農支援事業において、畜舎屋
根への遮熱効果が高く耐久性にも優れたセ
ラミック塗装の普及を推進し、夏季の生乳
生産量の向上を図っています。
　施工した農場では乳量や繁殖性において
明らかな生産性の向上が認められており、
牛舎内で作業をされる方々も効果を体感さ
れています。

屋根セラミック塗装による夏季個体乳量の向上

　本事業は今年度で終了しますが、支援
チームでは引き続き牛舎の換気改善などの
暑熱対策指導を行い、生産性の向上を図り
ます。

送風機のチェック

５　おわりに
　 5 年に一度の全日本ホルスタイン共進会
の開催まで残すところ 1 年余りとなり、出
品対策委員会地域推進班において出品候補
牛の巡回を順次行っています。

【第15回全日本ホルスタイン共進会】
（1）会期（集合審査）
　　令和 2 年10月31日（土）～ 11月 2 日（月）
　　　10/31　開会式、比較審査
　　　11/ 1 　比較審査、最高位決定審査
　　　11/ 2 　上位入賞牛パレード、閉会式
（2）開催場所
　　都城地域家畜市場（宮崎県都城市）

開催場所

（3）出品区分及び頭数
　　ホルスタイン種　12部 250頭
　　　　（うち高校特別枠　 22頭）
　　ジャージー種　　 2 部　20頭
　　　　　　　　計　14部 270頭
（4）岡山県出品頭数
　　ホルスタイン種　 6 頭
　　（うち高校特別枠 1 頭）
　　ジャージー種　　 4 頭　　計 10頭

第14回大会出品団

　生産者の皆さまと一致団結し、本県の改
良の成果をアピールできるよう取り組んで
参りますので、関係者の皆さまのご協力を
よろしくお願いします。
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１　はじめに
　岡山県畜産協会では、中央畜産会の事業
を利用して、毎年度、県内の畜産農家の経
営調査を行っています。この調査事業では、
全国集計の際、調査農家を 1 人 1 日当りの
所得により上位、中位、下位の 3 段階に分
類し、階層ごとに結果をまとめており、上
位の数値を見ることで、大まかに優良経営
の特徴を知ることができます。
　当協会では、調査にあたり比較的経営の
安定した酪農家 5 戸、和牛繁殖農家 5 戸を
選定し、できるだけ対象を変更せず継続し
て調査してきました。昨年度の誌上におい
て酪農の調査結果をご報告しましたが、今
回は和牛繁殖経営を対象に、昨年度の調査
結果（データは2017年 1 月から12月）につ
いて、初めに全国集計の概要を全体の平均
値で説明し、次に収益性諸要因分析の結果
を基に経営の現況、及び所得を上げている
経営の特徴などを紹介するとともに、最後
に本県の調査結果を全国集計と比較し、限
られた調査対象ではありますが本県の和牛
繁殖経営の特徴を考察したいと思います。
　
２　全国集計の結果について
（1）調査対象
　全国集計において2017年の調査戸数は75
戸で、その平均成雌牛飼養頭数は46.8頭、
自給飼料の生産面積は13.4haとなっていま
す。また、労働力は2.0人で、うち家族労働
は1.7人で、成雌牛以外の飼養頭数は育成牛
3.6頭、肥育牛0.2頭でした。

（2）損益の結果
1 ）売上高
　表 1 － 1 及び 1 － 2 に成雌牛 1 頭当りの
損益をまとめました。
　2017年の売上高は579,915円で、前年の
604,564円から24,649円減少しました。全国
の指定市場における子牛価格は、平成28年
度がピークで815千円、29年度は782千円に
微減しましたが、売上高の減少はこの影響
によると考えます。

2 ）当期生産費用　
　当期生産費用は529,712円で、この調査
を開始した2014年から毎年上昇し、74,621
円増加しました。費目の中では、減価償却
費や修繕費、賃料料金、診療・医薬品費な
どが年ごとに増えていますが、畜産経営の
大きな要因である飼料費については、購入
と自給を合わせた金額に大きな変動はなく
150から160千円で推移しています。

3 ）経常利益及び所得
　売上高から生産費用を減じて、事業外の
収支や営業費用などを加味した経常利益は
123,210円で、家族労働費を加えた経常所得
は228,887円でした。前年に比べ72,959円減
少しましたが、子牛販売価格の好調を背景
に依然として経常所得の平均値は良好な結
果となっています。

〔特集〕

畜産クラスター全国調査に見る
和牛繁殖農家の現況について

岡山県畜産協会 
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（3）収益性諸要因分析の結果
1 ）�家族労働力の状況と1人当り年間経常
所得

　表 2 に収益性諸要因分析の結果を示しま
した。
　労働力について、所得階層下位20％では
雇用の割合が27％であり、他の階層と比べ
2 倍程度高くなっています。また、労働力
の総数は、階層別にみると上位層が1.6人
で、階層が低くなるにつれて労働力は増え
る傾向にありました。逆に、成雌牛の飼養
頭数は、上位層では61.6頭であり、平均に
対して1.3倍の規模を少ない人数（時間）で
管理しているという結果でした。
　2017年の家族労働力 1 人当り年間経常所
得は、6,601千円で、経営全体では11,222千
円の高い水準でした。特に、上位層では 1
人当り14,685千円と平均と比べて 2 倍以上
の金額となっており、経営間の所得格差が
大きい結果でした。

2 ）�子牛の生産・販売状況と1頭当たりの
販売価格

　成雌牛 1 頭当りの子牛販売頭数は0.7頭
で、2014年と比較すると0.2頭減少してい
ます。一方で、データは示していませんが
2017年の未経産牛及び育成牛の頭数は、そ
れぞれ5.1頭及び3.6頭となっており、2014
年と比べて約 1 頭ずつ増加しており、全体
として自家保留による成雌牛の増頭がうか
がえます。特に、階層別の経産牛頭数は下
位（32.1頭）ほど少なくなり、逆に成雌牛
に対する育成牛の割合は 1 割と他の階層と
比べ高くなっています。また、子牛の販売
頭数は平均34.1頭ですが、成雌牛 1 頭当り
子牛の販売頭数は下位層が0.68頭で、上
位層の0.77頭に比べ約 1 割少なくなってい
ます。
　平均分娩間隔は12.8か月、受胎に要した

種付回数は1.7回となっています。また、所
得階層別では、所得階層が低いほど平均分
娩間隔は長くなり、下位層では13.3か月
で、平均種付け回数も2.0回と多くなってい
ます。
　子牛の販売時日齢及び体重、日齢体重に
ついて、雌子牛ではそれぞれ280日、273㎏、
0.98㎏で、去勢子牛では267日、294㎏、1.10
㎏であり、これらの結果は2014年からの成
績と比べて変化はありませんでした。ま
た、上位の所得階層では、平均と比べて雌、
去勢ともに販売時日齢が 1 週間程度短くな
り、体重も10㎏程度低い結果でした。
　子牛の販売価格について、雌子牛は694,152
円、去勢子牛は817,460円でした。また、所
得層別の去勢子牛の 1 頭当り販売価格は、
上位層が788,881円、中位層が837,550円、
下位層が785,768円と所得階層による大きな
違いは見られませんでした。

（4）施設投資・資金の借り入れ状況
　近年、畜産における生産性向上や労働負
担軽減などを目的に、畜産クラスター事業
等を活用して機械・器具の導入が進んでい
ます。表 2 に施設投資・資金借り入れ状況
がありますが、このうち成雌牛 1 頭当りの
資金借り入れ残高は、2017年202,493円で、
調査開始以来、毎年増加してきました。
また、経常所得に対する借入金償還額比率
は、13.5％と高くはありませんが、子牛価
格が低い2014年では45.7％でしたから、今
後、子牛価格が低下した場合、償還負担が
大きくなることも懸念されます。子牛市場
の動向を念頭に施設投資を進める必要があ
ると考えます。特に、所得階層が低いほう
が借入残高は高く、所得に対する償還額の
比率も23.4％と上位に比べ 2 倍となってお
り注意が必要です。
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３　本県の特徴
1 ）調査対象の概要
　昨年度、調査した和牛繁殖経営の概要は、
成雌牛の平均飼養頭数が42.7頭、規模別内
訳は30頭規模が 3 件、60頭規模が 2 件でし
た。いずれも家族経営で、労働力は2.6人。
自給飼料の生産は平均6.9haで、その 7 割
が借地でした。特に、労働力は全国集計の
2.0人に比べ1.3倍となっています。労働力
は労働時間を基に算出されており、成雌牛
1 頭当たりの年間労働時間は、全国集計の
92時間に対して岡山県は131時間となって
います。

2 ）全国集計と比較して
　表1－1及び 1 － 2 に示す損益のうち、
もっとも特徴的なのが労働費で、前述の労
働時間が長いことより家族労働費が全国集
計の 2 倍の217,239円になりました。そのた
め、成雌牛 1 頭当りの経常利益は全国集計
の 3 分の 1 程度の46,987円にとどまりまし
た。一方、子牛の販売収入が全国集計より
高いこともあり、経常所得は264,226円と、
全国集計より35千円高い結果でした。
　また、表 2 の収益性諸要因分析の結果を
見ると、子牛の販売価格が雌704,484円、去
勢804,020円で、販売時日齢や販売時体重な
どいずれも全国集計の上位層の成績よりも
高く良好な結果でした。また、種付回数が
1.9回で若干高いものの、分娩間隔は12.5か
月で全国集計値より短くなっています。労
働時間が長いことと考え合わせると、本県

の和牛繁殖経営の特徴は手間をかけて良い
ものを作り、高く売って所得を稼ぐところ
にあるようです。
　もう一つの大きな特徴として、資金借り
入れ残高が少ないことが挙げられます。成
雌牛 1 頭当りの残高は23,924円で、全国集
計の 1 割程度とかなり少ない金額となって
います。この結果を、本県では堅実経営が
多いとみるか、適切な投資が進んでおらず
経営効率が悪くなっているとみるかは、さ
らに詳細な検討が必要かと考えます。特に、
調査対象農家の中には育成牛や未経産牛の
割合が高い農家もあり、今後、新たな施設
投資も想定されます。 2 の（4）で示した考
えを基に、県内でも適切な施設投資を進め
る必要があると考えます。

４　まとめ
　末尾となりましたが、この調査にご協力
頂いた生産者の皆様にあらためて感謝申し
上げますとともに、当協会では本年度も調
査事業を進めていく計画です。冒頭、紹介
しました通り、本事業の特徴は継続して経
営状況を把握するところにあり、調査を受
け入れていただいた農家の皆様には引き続
きの協力をお願い申し上げます。また、調
査結果は畜産振興に役立ててこそ価値があ
ります。当協会では、この調査結果などを
基に関係機関と連携して各種の畜産振興事
業に取り組んでいく予定です。引き続きの
ご支援とご協力をお願いします。
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表1-1　損益の結果（1） （円）

全国 岡山 備考
（H27県指標）2014 2016 2017 上位20% 2017

損

益

・

成

雌

牛

1

頭

当

り

売

上

高

子牛販売収入 434,247 588,561 563,119 599,875 629,909 423,111

育成牛販売収入 1,894 100 6,915 34,577 0 0

肥育牛販売収入 16,440 970 1,279 0 0 0

その他 4,543 14,933 8,601 3,883 4,011 69,655

計 457,125 604,564 579,915 638,334 633,920 492,766

売

上

原

価

期首飼養牛評価額 85,040 98,356 145,885 66,000 83,009

当

期

生

産

費

用

種付料 14,839 16,503 18,145 17,888 17,489 10,768

もと畜費 20,898 39,910 37,511 35,796 37,062

購入飼料費 142,304 133,617 150,089 149,513 150,394 162,953

自給飼料費 9,502 15,531 14,386 17,232 11,412 3,485

敷料費 2,823 3,834 3,866 4,286 3,229

労

働

費

雇用 4,046 4,432 10,305 6,421 1,959

家族 112,859 84,929 105,676 54,869 217,239

計 116,909 89,361 115,981 61,289 219,198 49,790

診療・医薬品費 16,479 17,754 19,222 17,659 16,708 19,564

電力・水道費 8,490 8,313 8,067 8,131 9,184 6,253

燃料費 7,970 9,588 11,114 10,326 9,596 5,233

減
価
償
却
費

建物・構築物 14,432 12,294 11,606 10,298 8,066 22,689

機器具・車輛 19,029 24,480 30,705 38,054 27,154 72,468

家畜 42,147 46,419 47,926 40,973 40,637

計 75,608 83,193 90,237 89,325 75,857

修繕費 15,698 21,852 21,183 19,389 20,391 14,922

小農具費 2,465 4,281 4,994 3,461 7,669 21,335

消耗諸材料費 10,002 11,092 9,764 8,375 14,686 904

賃料料金その他 10,790 17,052 25,153 18,824 15,193

当期生産費用合計 455,091 472,081 529,712 461,496 608,068

期中成牛振替額 34,990 66,747 63,082 66,146 38,105

期末飼養牛評価額 87,217 112,819 165,259 100,957 87,857

売上原価 417,923 390,871 447,256 380,393 564,515 449,508
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表1-2　損益の結果（2） （円）

全国 岡山
備考

2014 2016 2017 上位20% 2017

損

益

成

雌

牛

1

頭

当

り

売上総利益 39,201 213,650 132,659 257,941 69,405

一
般
管
理
費
・
販
売
費

販売経費 20,405 26,069 26,702 29,382 21,510

共済掛金等 19,331 21,195 20,823 17,847 20,303

その他 12,542 14,467 25,315 28,817 28,291

計 52,278 61,731 72,841 76,046 80,104

営業利益 −13,076 142,387 59,818 181,895 −10,699

営
業
外
収
益

成牛処分益 15,281 25,054 23,142 36,224 22,242

補填金・奨励金 27,383 37,993 30,254 30,017 20,655

その他 6,193 26,360 26,018 45,950 20,572

計 48,857 89,407 79,414 112,190 63,469

営
業
外
費
用

支払利息 2,265 2,693 1,736 1,272 71

支払地代 3,678 4,275 5,009 6,009 4,017

成牛処分損 1,197 1,929 790 994 0

価格安定積立金 635 550 869 662 856

その他 2,262 4,176 7,597 4,916 838

計 10,037 13,623 16,022 13,854 5,783

経常利益 25,744 216,917 123,210 280,231 46,987

経常所得 138,604 301,846 228,887 335,100 264,226

当期償還額控除所得 110,967 266,732 197,170 297,561 255,643

同上償却費加算額 186,590 349,925 287,407 386,886 331,500
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表2　収益性諸要因分析の結果

全国 岡山
備考

2014 2016 2017 上位20% 2017

収

益

性

諸

要

因

分

析

家族労働力1人当り年間経常所得 4,046 8,102 6,601 14,685 4,339 千円

成雌牛1頭当り年間経常所得 138,604 301,846 228,887 335,100 264,227 円

成雌牛1頭当り子牛販売頭数 0.9 0.8 0.7 0.7 0.8 頭

平均分娩間隔 25.1 12.9 12.8 12.7 12.5 月

受胎に要した種付回数 1.6 1.8 1.7 1.7 1.9 回

雌子牛1頭当り販売価格 454,141 645,991 694,152 680,543 704,484 円

販売時日齢 270 279 280 275 266 日

販売時体重 264 271 273 263 270 kg

日齢体重 0.98 0.97 0.98 0.96 1.01 kg

去勢子牛1頭当り販売価格 586,780 832,741 817,460 788,881 804,020 円

販売時日齢 266 267 267 260 256 日

販売時体重 288 295 294 286 298 kg

日齢体重 1.09 1.10 1.10 1.11 1.17 kg

労働力1人当り成雌牛飼養頭数 29.3 25.5 26.0 42.1 16.4 頭

成雌牛1頭当り年間労働時間 92 94 94 52 131 時間

成雌牛1頭当り年間飼養管理労働時間 75 78 77 40 116 時間

飼料生産のべ10a当り労働時間 12 10.1 7.0 9.0 2.3 時間

雇用依存率 3.9 5.0 8.6 8.4 0.5 ％

成雌牛1頭当り耕・草地のべ面積 19.1 22.9 33.0 31.3 16.2 a

成雌牛1頭当り借入地面積 9.1 10.8 14.6 10.3 4.3 a

借入地依存率 50.7 47.2 46.7 42.4 73.7 ％

借入地のべ10a当り年間平均支払地代 6,466 3,960 3,891 6,884 2,545 円

成雌牛1頭当り野草地面積 3.6 1.9 1.6 4.6 0.0 a

所得率 29.1 49.9 39.4 52.3 41.7 ％

売上高経常利益率 4.1 35.9 20.4 43.6 7.4 ％

施
設
投
資
・
　
　
　

資
金
借
り
入
れ
状
況

成雌牛1頭当り施設機器具平均投資額 189,359 163,847 203,604 224,950 132,007 円

成雌牛1頭当り資金借り入れ残高 148,041 200,533 202,493 128,921 23,924 円

成雌牛1頭当り資金借り入れ金償還負担額 27,637 35,114 31,717 37,539 8,583 円

経常所得対借入金償還額比率 45.7 11.6 13.5 11.9 3.2 ％
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　本校は、1897年に岡山県農事講習所とし
て開所されて以来、改称や移転、学科改編
などを重ねながら、今年で創立121年目を
迎えた岡山県下唯一の農業学科単独校です。

岡山県立高松農業高等学校本館

　1902年の移転により北に吉備高原、南に
岡山平野を臨む岡山市北区高松原古才の農
業先進地域で学舎を構え今日に至りまし
た。現在は農業科学科・園芸科学科・畜産
科学科･農業土木科・食品科学科の 5 学科
に590人の生徒が在籍しています。生徒た
ちはそれぞれの専門学習に精一杯力を注ぐ
ことはもちろん、礼儀正しく豊かな心を持つ
総合的な生きる力を身に付けるべく、日々
研さんを積んでいます。また、本校では朝の
連続テレビ小説「なつぞら」で話題になっ
た農業クラブ活動はもとより、生徒会、家
庭クラブ活動に部活動、ボランティア活動
と数多くの取り組みの場が生徒たちに提供
されており、多種多様のメニューの中で 3
年間、自分自身を大いに高めています。
　畜産科学科は、創立時の獣医科をベース
とし、現在は 1 年次で畜産分野の基礎を幅
広く学んだ後、 2 年次から大家畜（牛）・
中家畜（豚）・小家畜（鶏）・実験動物（マ
ウス等）の専攻 4 部門に分かれ、更なる専
門学習に励んでいます。大家畜では乳牛
を中心に一般的な管理はもちろんのこと、
日々乳牛と向き合いながら命の大切さと尊
さを学んでいます。また、乳牛共進会にも

参加し、酪農家、酪農関係者の方々と接す
ることで多くの学びをいただいています。
　中家畜では、県下唯一養豚を学べる専攻
として豚の繁殖から肥育、加工品までをコ
ンセプトに人工授精による繁殖、豚の出産、
特殊飼料による肥育試験などを行っていま
す。肥育試験を行った豚を用いてハム、ベー
コンなどの肉製品加工実習などを行い、販
売実習にも取り組んでいます。
　小家畜では、赤玉系の採卵鶏の育雛から
卵の販売実習までの一般管理実習と高付加
価値卵の生産実験、チキントラクターの実
証実験などの実験研究を行い、成果を上げ
てきています。
　実験動物では、マウス、モルモット、ヤ
ギ、ヒツジ、ミツバチ、イヌなどのペット
まで、幅広く飼育し飼育実験実習を行って
います。また、長期休業中に動物園や動物
病院などへのインターンシップを行い、現場
での体験実習に積極的に取り組んでいます。

平成30年度　畜産科学科卒業生と職員

　農家の子弟だけでは無く、多くの非農家
の子たちがこのような取り組みをとおし
て、畜産の分野を選択肢として将来の夢や
希望となるような教育に取り組んでいきた
いと考えています。そして、そのことが、
畜産現場の発展につながると信じて、生徒
とともに、動物たちの管理に汗を流しなが
ら日々励んでいます。

〔教育現場の声〕

高松農業高校　畜産科学科からその先へ
岡山県立高松農業高等学校
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１　粗飼料の飼料価値
　粗飼料とは、単位重量当たりのボリュー
ムが大きく、繊維成分に富み、比較的栄養
価が低い飼料の総称です。粗飼料の飼料価
値は、①栄養源：牛は草だけで飼うことが
可能です。維持の栄養量としては充分な栄
養量を持っています。②微量成分の供給
源：調製方法で変わりますがビタミン・ミ
ネラルが豊富です。③乳脂肪分の原料：乳
脂肪の主原料は繊維から作られる酢酸で
す。④物理性機能：繊維成分は採食及び反
芻時の咀嚼（そしゃく）を刺激し唾液の分
泌を促し第一胃内のpHを安定化させます。

２　粗飼料の物理性
　粗飼料の物理性は一般的に飼料の繊維成
分で示されます。繊維成分としては粗繊維

（CF）、酸性デタージェント繊維（ADF）、
中性デタージェント繊維（NDF）等があり、
乳用牛ではそれぞれ必要量（割合）が示さ
れています。
　成分表示の他に粗飼料価指数（RV I ）が
あります。これは飼料を乳用牛に給与し咀
嚼（採食および反芻時間）を測定し乾物
1 kg当たりの時間（分/乾物kg）で表しま
す。乳脂肪3.5％の生乳を生産するために
は31分/乾物㎏が必要との報告もあります。
RV I は飼料の粗剛性と粒度で決まるので、
同じ飼料でも細切・成型化により変動しま
す。

３　粗飼料の第一胃恒常性維持効果
　当所では、「搾乳ロボットでの飼養管理
技術の検討」のなかで、粗飼料の種類が第
一胃の恒常性に与える影響を検討したので

結果を示します。これは、各種粗飼料を給
与し、その直後に濃厚飼料を給与し第一胃
液のpHを測定しその変化で粗飼料の第一
胃の恒常性に与える影響を評価するもので
す。pHの低下が少なく、回復が早いもの
がその機能が高いとされます。
1）試験方法
　試験は、ルーメンフィステル装着牛（写
真 1 ）を用い、試験飼料（粗飼料）乾物4.05
㎏を 3 回に分けて給与し、濃厚飼料である
圧ぺんとうもろこしを朝4.5kg、夕 3 ㎏給
与し、経時的に第一胃液を採取し、pHを
測定しました（表 1 ）。

写真1　ルーメンフィステル装着牛

表1　タイムテーブル

時間 試験飼料 コーン 胃液採取

8：30 〇

8：30 〇ＤＭ1.35kg

8：40 〇 4.5kg

9：30 〇

10：30 〇

11：30 〇

12：30 〇

13：30 〇

14：00 〇ＤＭ1.35kg

14：40 〇 3.0kg

16：00 〇ＤＭ1.35kg

〔技術のページ〕

粗飼料の物理的飼料特性について
　岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　飼養管理研究グループ
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（1）供試飼料
　供試飼料の飼料成分を表 2 に示しました。

表2　供試飼料の飼料成分　水分以外はDM中％

　草種は、購入スーダン乾草、場内産トウ
モロコシWCS、購入イネWCS、場内産イ
タリアンライグラス（ 1 番草）ロールベー
ルサイレージの 4 種を用いました。それぞ
れの繊維成分はCFがイタリアンサイレー
ジ35.5％と高く、トウモロコシWCSが
20.7％と低い値でした。ADFも同様にイ
タリアンサイレージが高く、トウモロコシ
WCSが低い値でした。NDFはイタリアン
サイレージ及びスーダン乾草が高く、トウ
モロコシWCS及びイネWCSは低い値で
した。
2）結果
　第一胃液のpHの推移を図 1 に示しまし
た。朝 8 時30分の飼料給与前のpHは牛によ
り差はありましたが、給与飼料の種類によ
る差は少なかったので、飼料給与前のpH
値を100として指数で表しました。トウモ
ロコシWCS給与時の低下割合が大きく 2
時間後に最低となり、低いまま経過しまし
た。スーダングラス乾草は低下が小さく回
復も早い傾向がありました。イタリアンサ
イレージはその中間的動きを示しました。
イネWCSは低下割合がやや大きいものの
スーダングラス乾草と同じような動きを示
しました。

草種 水分 CP EE NFE CF CA ADF NDF

スーダン乾草 11.3 6.8 1.7 54.0 27.9 9.6 31.1 62.3

トウモロコシwcs 68.6 8.4 3.2 60.5 20.7 7.2 27.3 53.1

イネwcs 61.3 5.3 2.7 56.1 22.2 13.7 27.9 51.5

イタリアンサイレージ 72.1 9.3 4.2 40.0 35.5 10.9 39.0 62.6

図1　ルーメン液pH（指数）の推移

　トウモロコシWCSは、繊維成分が少な
く、可溶無窒素物（NFE）が高いことか
ら第一胃の機能維持能力が低いことが推測
されていましたが、推測とおりの動きをし
ました。イタリアンサイレージは繊維成分
が 4 種の中で最も高く、ロールベールサ
イレージであり切断長が長い（20～30㎝）
にもかかわらず維持機能が低い結果となり
ました。一方、イネWCSは成分的にはト
ウモロコシWCSに近いもののスーダング
ラス乾草に近く、第一胃の機能維持効果が
高いことがわかりました。
　このように、粗飼料の物理的特性は単純
に成分では評価できないことが改めて確認
できました。そのなかで、イネWCSの第
一胃の機能維持効果が高いことがわかりま
した。イネWCSの飼料の特長としては、
ビタミンEが豊富なことなどありますが、
この効果も特長の一つとしてアピールでき
るものと考えられます。
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１　はじめに

　岡山県では、高病原性鳥インフルエンザ
（以下「HPA I 」）等の家畜伝染病の発生
に備え、防疫体制や県マニュアル等を見直
すとともに、様々な研修会を開催し、危機
管理体制の強化に努めています。
　美作県民局においては、本年も県職員、
管内市町村職員、警察署員及び関係団体職
員等を対象とした研修会を 6 月に 4 回開催
し、報道各社取材のもと、計180名の参加
がありました。

２　研修の目的

　平成27年 1 月に笠岡市の採卵鶏農場（約
20万羽飼養）でHPA I が発生した際、農場
への一般動員者数は、防疫措置終了までの
8 日間で、延べ3,177人にも及びました。こ
のように、伝染病発生時に迅速な防疫対応
を行うには、一般動員者の協力を得ること
が必要です。本研修会では、一般動員者に
防疫対応の流れや具体的な作業内容等を事
前に周知し、発生時には適切な対応ができ
るように実施しました（写真 1 ）。

3　研修の内容

（1）家畜伝染病の発生状況について

　近隣諸国ではHPA I 、アフリカ豚コレラ
や口蹄疫等がまん延し、いつ国内で発生し
てもおかしくない状況です。
　また、国内では昨年9月に26年ぶりに岐

阜県で豚コレラが発生し、これまでに12万
頭以上が殺処分されました。これらの伝染
病の発生予防には日頃の病原体の侵入防止
対策が重要です。

（2）防疫対応の流れについて

　農場から伝染病を疑う症状の家畜がいる
という通報があってから、通常、HPAI で
は約半日、豚コレラ及び口蹄疫では約 1 日
で、殺処分等の防疫措置実施の判定結果が
出ます。それまでに必要な人材や資材の確
保等の準備を進めなくてはなりません。そ
こで、動員要請を受けた一般動員者が、速
やかに農場に集合できるよう、発生農場近
くの集合場所へ自家用車で行き、着替えや
班分け後、バスで農場へ行くといった流れ
を確認しました。

（3）防疫措置について

　笠岡市での防疫対応を記録したDVDを

〔県民局だより〕

美作県民局において
家畜伝染病防疫研修会を開催しました

美作県民局畜産第一班

（写真1）真剣に説明を聴く出席者
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視聴し、農場内での殺処分や清掃消毒作業
等を確認しました。鶏をケージから出し、
密閉容器に詰めたり、農場内が真っ白にな
るほど入念に消石灰で消毒するなどのリア
ルな映像に、出席者は真剣な表情で見入っ
ていました。

（4）防護服着脱演習

　鳥インフルエンザの人への感染防止や、
病原体を農場外へ持ち出さないためには、
適切な防護服着脱が必要です。出席者は 2
人 1 組で防護服の着脱を行いました（写真
2 ）。介助者は、着衣後、防護服とゴーグ
ルやマスクの間に隙間がないように十分に
確認し（写真 3 ）、隙間がある場合はガム
テープでふさぎました。

　脱衣時には、防護服表面に病原体が付着
しているため、さらに注意が必要です。例
えば手袋は表面の病原体で内側が汚れない
よう、両手交互に少しずつ脱ぎ、病原体の
飛散防止のため「そっと外す」などです。
参加者は、モデルをみながら、丁寧に手順
を確認しました。
　約10分と短時間の防護服着用でしたが、
着脱者の眼鏡がくもったり、手が汗でびっ
しょりぬれていました。出席者からは「防
護服を着ての作業は大変だが、発生時には
病気のまん延防止のために協力したい」と
の声が聞かれました。

4　おわりに

　今回の研修で、家畜伝染病発生時の一般
動員の派遣手順、実際の作業内容や防護服
着脱方法等について確認できました。同様
の取り組みは、他県民局でも実施しており、
今後とも万が一の伝染病発生時に適切な防
疫対応ができるよう、関係機関の協力のも
と、全県で継続して危機管理体制の強化に
取り組んでいくこととしています。

（写真2）防護服着脱演習の様子

（写真3）モデルによる着衣風景
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【豚コレラ発生状況】
　豚コレラは2018年 9 月 9 日に岐阜県の養
豚農場において、1992年の発生以降26年ぶ
りに確認されました。
　その後、現在まで（2019年 7 月末）の国内
発生状況は、 6 県 1 府68農場・殺処分頭数
約13万頭にも及び、まだまだ治まる気配は
なく感染は拡大し続けております。なぜ…？

【侵入経路】　
　重要なことは、ウイルスの侵入経路を推
察し、可能な限り対策をとることです。
　経路については、「第 8 回拡大豚コレラ疫
学調査チーム検討会」（2019年 7 月18日開
催）において次のことがあげられています。
農場内；発生農場又は野生イノシシ由来の
ウイルスが、人、車両や野生動物の出入り
を介して侵入

 
豚舎内；豚の移動や野生動物、人や給餌車
の出入りにより侵入

【農場で行う衛生管理】
　本県は発生地域と離れてはいますが、今
後の状況次第ではいつ発生しても不思議で
はありません。農場の方には、今一度、以
下の事項に留意し、飼養衛生管理の確認・
実行をお願いします。
①�発生した豚の症状は、これまでのものと

異なり、急激な死亡は見られず、発熱、
元気消失、食欲減退等一般的な疾病の症
状のみの場合もあります。毎日の健康観
察を行い、少しでも異常が認められまし
たら、早期に最寄りの家畜保健衛生所に
通報しましょう。

②�野生イノシシ等の野生動物が衛生管理区
域に侵入しないよう、防護柵や電柵等を
設置する（写真参照）とともに、農場周
辺（刈ることが可能であれば）や農場内
の草刈り等環境整備に努めましょう。

　�　また豚舎内への野生動物侵入対策とし
て、ネズミ駆除や防鳥ネットの設置等進
入防止対策に努めましょう。

　�　あわせて畜舎内の清掃消毒に努め、野
生動物を農場内に誘引しないようにしま
しょう。

写真　イノシシ対策用の柵の設置
（出典；農林水産省ホームページ）

〔家保のページ〕

豚コレラ感染拡大止まらず！
～引き続き飼養衛生管理の強化を～

高梁家畜保健衛生所

掘り返されないよう柵

を折り返している

掘り返されないよう柵

を折り返している
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③�衛生管理区域に出入りする人・全ての車
両・物品（給餌器等の器材）等は、消毒
等を徹底して行い、ウイルスの侵入防止
に努めましょう。

　※�特に出荷時の車両については運転席の
消毒の徹底、運転手の衣服や長靴交換
等も行いましょう。

④�衛生管理区域専用の衣服、靴を設置し使 
用しましょう。

⑤�家畜・人・物の出入りを記録し保管して
おきましょう。

⑥�肉及び肉製品を含み又は含む可能性の
ある食品残さを給与する場合は、事前
に摂氏70℃以上で30分間以上、又は摂氏
80℃以上で 3 分間以上加熱処理を行いま
しょう。

⑦�死亡豚の処理までの間、野生動物に荒ら
されないように適切に保管しましょう。

⑧�上記に加え、畜産関係者は本病を含め、
アフリカ豚コレラ、口蹄疫等海外悪性伝
染病の発生地域への渡航を自粛し、ウイ
ルスを伝播する可能性のある人・物を農
場に近づけないようにしましょう。

【最後に】
　今後も発生が継続するようであれば、飼
養衛生管理基準の一層の強化をはかる必要
もでてきます。そうした状況を踏まえ、畜
産関係者一同、疾病の侵入防止に取り組ん
でいきましょう。

※啓蒙チラシ（下図）も配布しています。

掘り返されないよう柵

を折り返している

（出典；農林水産省ホームページ）
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　こんにちは。今年度から西部家畜診療所
に転勤になりました、松尾みなみです。私
は、NOSAI 岡山に就職してから 3 年間西
部基幹家畜診療所に勤務し、今年の 4 月に
初めての転勤で西部家畜診療所に来まし
た。初めての転勤でまず苦労したのは、道
を覚えることでした。自分が方向音痴であ
ることは認識していましたが、ここまでと
は…と自分に落胆する毎日です。それでも、
優しく教えて下さる先輩獣医師の先生方や
農家さんに感謝して、早く道を覚えるよう
にしたいです。
　また、西部基幹家畜診療所管内は乳牛農
家さんが多いのに対して、西部家畜診療所
管内は和牛農家さんが多く、依頼される診
療の内容も違うなと感じています。転勤し
てきてから、お産で呼ばれることが増えた
ので、生まれた子牛への処置について紹介
したいと思います。
①気道の確保
　母牛の子宮内では胎盤から酸素を供給さ
れている胎子ですが、分娩過程で臍帯が切
れると肺呼吸に切り替わります。そのた
め、子牛が生まれた際、一番にするべきこ
とは、胎子の鼻や口の周りに付いている胎
膜や胎水をきれいに取り除いてあげること
です。子牛が生まれた時には、まず顔の周
りをタオルなどできれいに拭いてあげてく
ださい。
　鼻や口の周りを拭いても呼吸をしにくそ
うな時は、鼻や口の中に入っている羊水や
粘液をチューブ等で吸引してあげてくださ
い。分娩後に排出させなければならない羊
水は、鼻腔と口腔内から咽喉頭までの範囲
のみなので 1 ml程度です。気管や肺に残っ
ている粘液や羊水は生後数日以内に吸収さ

れていきます。逆子の子牛が生まれた時に
子牛を吊り下げる農家さんをよく見かけま
すが、この時に口や鼻から出てくる羊水の
大半は、子牛の第四胃から食道を通じて出
てきたものなので呼吸を妨げているものと
は関係がありません。逆に、子牛を長時間
吊り下げると腹腔内臓器によって横隔膜や
肺を圧迫してしまいます。子牛が頭を上げ
るまで、頭を上げなくても吊り下げる時間
は60秒以内にしましょう。
②呼吸刺激
　気道を確保したら、次にすべきことは、
子牛が自力で呼吸できているかどうかの確
認です。呼吸が弱いと感じたら、バケツ一
杯の水を子牛の後頭部に思いっきりかけて
みてください。指やワラを鼻の入り口に入
れてくしゃみをさせることも子牛の呼吸刺
激になります。自力での呼吸を確認できた
ら、子牛の両前足を折って座らせ、左右の
肺が圧迫されず呼吸しやすい姿勢にするこ
とも重要です。
③循環改善
　気道の確保と呼吸の確認が出来たら、親
に子牛を舐めさせてあげてください。親が
子牛を舐めることで体温の維持、血液循環
の改善、消化管の機能亢進につながります。
母牛が子牛を舐めようとしない場合や、分
娩後すぐに母子分離を行う場合には、母牛
の代わりにタオルなどでしっかり子牛の体
を拭いてあげてください。また、子牛が起
立し自分で体を動かすことも血液循環を促
進するので、子牛の起立を積極的に促すこ
とも効果的です。
　生まれた子牛がなるべく早く子宮外の環
境に適応し元気に生きていけるようにでき
る限りサポートしてあげましょう。

〔農業共済だより〕

畜産だより
西部家畜診療所　松尾みなみ
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　私の牧場は、平成 2 年 4 月笠岡湾干拓に
入植するところから始まりました。60頭の
繋ぎ牛舎と育成舎を設け、当時としては大
きな牧場でした。私は平成11年に中国四国
酪農大学校を卒業後すぐ就農しました。そ
れを契機に、平成12年には繋ぎ牛舎を30頭
増築し90頭に、また糞尿処理対策として堆
肥発酵舎を新設し環境にも配慮しました。
就農以来、自給飼料の生産、乳量・乳質の
向上、繁殖の改善等、一心に取り組んでき
て、乳量・乳質は、それなりの目標を達成
できましたが、繁殖に課題が残りました。
繁殖の改善に十分な時間を得ること、また
雇用への不安、乾乳管理の充実等を検討し
た結果、平成30年度畜産・酪農収益力強化
整備等特別対策事業（クラスター事業）で、
牛舎（フリーストール120頭規模）、堆肥処
理施設、飼料倉庫（飼料調整場も兼ねる）、
搾乳ロボット（GEA社 2 BOXタイプ）を
整備しました。牧場も法人化し、（株）イー
ストマウンテイン・デーリィとして、私が
代表取締役に就任しました。
　平成31年 4 月より新牛舎を稼働し、両親
と私と妻と従業員 2 人で経産牛82頭、育成
牛60頭を飼養しています。稼働当初は、繋
ぎからフリーストール牛舎への移行で事故
牛の発生、また搾乳ロボットへの馴致に苦
労しましたが、現在は順調に推移していま
す。借金返済も考慮し、本年度は牛の頭数
を揃えることに重点を置き、60頭の導入を
予定し、常時搾乳牛120頭経営を目指して
います。新牛舎で100頭搾乳＋旧牛舎で

20頭搾乳（ロボットに合わない牛）が理想
です。
　旧牛舎からの課題については、繁殖改善
のためカウスカウトを導入、牛の状態を
しっかり把握し対応しています。乾乳牛管
理については、旧牛舎の繋ぎを撤去、フリー
バーン化し、自由に動ける管理に移行しま
した。搾乳牛においても、飼料をTMRに
移行し、自動給餌機により 1 日 6 回給与し
ています。また、TMR給与のエネルギー
源確保のため、本年度からデントコーンの
作付け（8.5ha）を実施しています。刈取
調整については、作業機械が無いため外部
委託します。その他の自給飼料については、
ソルゴー・イタリアンの二毛作を20ha作付
けし、確保に努めています。
　新牛舎においては、干拓の夏の暑さに対
応するため、トンネル換気ができる機能を
付けました。また、逆にその他の季節の風
を利用するため、高さも確保（ 5 ～ 6 m）
し、開放牛舎としても利用できる究極のハ
イブリット牛舎を作成しました。その他牛
にできるカウコンフォートを詰め込んでい
ます。将来の目標は、牛にやさしい牛舎で、
牛にやさしい飼い方を実践し、牛を少しで
も長持ちさせることです。家族経営を基本
として、完全自家育成（育成舎の都合上、
預託には出しますが）と自給飼料の確保で
健全経営を理想としています。

〔畜産現場の声〕

牛に優しい酪農経営を目指して
笠岡市カブト中央町　東山　大介
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　農場HACCPについては、農場の飼養衛生管理にHACCPの考え方を取り入れて、生産
された畜産物の安全性を向上させる制度であり、現在までに297農場（ 7 月末）が認証を取
得しています。　　
　本県でも、畜産協会及び家畜保健衛生所等が中心となり取組を進めており、3 農場（酪農）
が認証を取得しています。今後、県内での取り組みを拡大するため、農場HACCP認証取
得による成果と経営への活かし方等について、下記により研修会を開催することにしまし
たので、多数ご参加下さいますようご案内申し上げます。

記

１．主　催　（一社）岡山県畜産協会
２．日　時　令和元年 9 月12日（木）13:30 ～ 16：00
３．場　所　ピュアリティまきび
４．内　容　
　　⑴　講　演
　　　　　講師　赤松ファームクリニック　赤松　裕久 氏
　　　　　　　　・�農場HACCP主任審査員、静岡県畜産技術研究所で酪農施設として国

内初となる I SO22000：2005の認証を取得
　　　　　演題　「農場HACCPの発展の要因と今後の展望」

　⑵　事例発表
　　　・酪　農　（有）安富牧場社長　　　　　　　　安富　照人 氏
　　　　※認証マークを貼付した自社製造牛乳の販売を予定
　　　・採卵鶏　（有）グリーンファームソーゴ社長　阿部　勝之 氏
　　　　※京都で初めて農場HACCP認証及びJGAP認証を取得
　　　　　G20大阪サミットで自社卵を提供

５．参集範囲：畜産農家、家畜保健衛生所等県関係機関、農業団体、薬品会社等　約50名
６．お問い会わせ先
　　　（一社）岡山県畜産協会家畜衛生部　　TEL（086）221－0511
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX（086）234－6031

〔お知らせ〕

農場HACCP認証制度研修会のご案内
（一社）岡山県畜産協会



19

　近年、農作業による事故が相次いでいま
す。昨年も九州のTMRセンターにおいて、
飼料を運ぶベルトコンベヤーの清掃作業中
に、ベルトコンベヤーのローラー部に挟ま
れたことに起因するとみられる死亡事故が
発生しました。
　農業は建設業などと比較して作業事故が
低いような認識があるかもしれません。し
かしながら、現在の農家10万人あたりの死
亡事故件数は、労働災害が減少する中増加
し続けており、ワースト 2 位の建設業と比
較して約 2 倍、全産業平均の 4 割強と高い
水準にあり、農業は日本で最も危険な産業
とも言える状態と言えます。（図 1 ）

 
図1　農家10万人あたりの死亡事故件数

　このような状況を受け、岡山県コントラ
クター協議会（事務局：（一社）岡山県畜産
協会）では機械作業事故を防ぐため、農業
技術革新工学研究センターの志藤先生を講
師に招き、コントラクター協議会員やその
従業員、関係機関職員を対象に事故防止の
研修会を開催しました。今回は、志藤先生
の研修内容を紹介します。

１．農業機械による事故がなぜ多いのか？
　農業が建設業よりも事故が多い背景に
は、家族経営で労働安全衛生法の適用外で
あり、経営者でもあることから、安全確保
は自己責任の風潮があることが関係してい
ます。
　また、事故報告義務がないため事故が
あっても対策の検討がなされず、農家によ
る自主的な安全取組がないことも要因の一
つとなっています。

２．�農業機械による死亡事故の内訳とその
要因・対策

　農業機械による死亡事故は、乗用トラク
ターが 1 番多く、また事故の種類では道路
や圃場での転落や転倒が 1 番多くなってい
ます。（図 2 ）

 図2　農業機械による死亡事故内訳

　トラクターは 4 輪にもかかわらず、起伏
の激しいほ場では 3 点で接地しており前輪
の踏ん張りがきかず、転倒しやすくなるの
が原因となっています。また、転倒により
運転者がトラクターの下敷きにより怪我や
命を落とすことに繋がります。

こうして防ごう、農作業事故
～安全な機械作業のために～

（一社）岡山県畜産協会
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　そのような不安定なトラクターによる人
身事故を防止するために「安全キャブ・フ
レーム」の装着が平成 9 年度から義務づけ
られました。この「安全キャブ・フレーム」
があることで死亡やけがの割合が格段に減
少し、特に死亡事故率が 1/8 に抑制されま
した。
　しかし、現状ではフレームを装着しなが
ら立てていないトラクターも少なからず見
受けられます。フレームは必ず立てておく
ことが重要です。
　圃場において農作業を行う人の中には、

「斜面でトラクターが転倒したときには、
外に飛び出せれば大丈夫」と考えられる人
も多いのですが、咄嗟のできごとで実際に
は山側に飛び出すことは難しく、谷側に飛
び出してトラクターの下敷きになり死亡し
てしまうケースも多くあります。
　「安全キャブ・フレーム」は立てておき、
さらにシートベルトをかけ、転倒時はハン
ドルにしがみつき、振り落とされないよう
にすることが死亡事故を防ぐポイントです。
　また、トラクターの一般道における交通
事故も多く見られます。そのため
①シートベルトは必ず着用し、交通量の多

い道路はできるだけ避けること。
②主要道路で乗車する場合は、乗用車との

速度差が大きく事故につながりやすいた
め、反射板を目立つところに設置し、夜間
でも他者に存在が分かるようにすること。

　などに留意してください。

３．どうしたら事故を防げるか
　畜産の現場では、機械類の操作や日頃
作業の慣れの中に思わぬ危険をはらんでい
ます。
　「つい」「うっかり」「まあいいか」が事
故に繋がりやすいので、そう思った時こそ
気をつけて欲しいと思います。　
　その少しの気の緩みにより事故が起こっ
た後、どれだけ損失があるかを冷静になっ

て考えてみてください。
　安全な作業とは、「無駄がなく効率の良
い作業」と言うことになりますので、作業
の前にしっかりと手順を考え着実に進める
ことが事故防止に繋がります。

４．グループワーキングで！
　志藤先生の講演後、コントラクターの会
員や関係機関の職員が各グループに分かれ、
作業中の怪我や、ヒヤリ・ハットの経験に
ついてグループワーキングを行いました。

　その中で
①コントラクター会員からは、トラクター

などの機械作業での危ない経験。
②関係機関からは農家で牛などを扱う際に

危険だったこと。
等様々な視点から活発な議論がなされまし
た。
その中で
①作業機械に慣れてしまい、危険だと分か

りつつ動力を切らないまま機械をメンテ
ナンスしたり、ヘルメットを被らないこ
とが多い。

②従業員への教育をもっと強めていきたい。
　などの意見や反省等、気づきのある発言

が相次ぎました。
　　この気づきが事故防止には重要です。
　　事故は誰も望んでいません。作業に慣

れてしまうと、防止作業が面倒になり、
つい忘れてしまうのも人情です。

　　そうならないためにも、機械作業の度
に安全意識を高めて事故防止に努めてい
ただきたいと思います。
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残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます
●JAグループの一員として、「安全で安心な飼料」の製造販売を通じて畜産経営の
発展と豊かな食文化の創造に貢献します。

●商品の品質を大切にし、JAグループの信頼と「お客様の満足の向上」を目指します。

当社は「心」を大切にし、安全で安心な畜産物を提供
するために生産者と消費者の「架け橋」となります。

JA西日本くみあい飼料㈱中国支店
〒700-0826　岡山市北区磨屋町9 - 1 8
TEL 086（234）6896　　FAX 086（212）3786
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残暑お見舞い
申し上げます

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

残暑お見舞い申し上げます

新見市哲多町田淵１６２６番地の１

岡山JA畜産株式会社 代表取締役 石原　正敬

新見市哲多町田淵１６２６番地１

有限会社 哲多和牛牧場 代表取締役 谷田　　宏
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会長  春名　章宏
役職員一同

残暑お見舞い申しあげます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

会長理事  青江　伯夫
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２1８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

理事長  髙田　勉
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会

会長  狩谷 和宏
　　　役員一同

岡山県家畜人工授精師協会

公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

畜産経営の安定に寄与する

暑い夏が過ぎれば、受胎率向上のチャンスです！
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残暑お見舞い申し上げます

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

残暑お見舞い申し上げます

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

残暑お見舞い申し上げます

岡山県養豚振興協会
会長  石原　正敬

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

西日本興農株式会社
〒708-0841　津山市川崎86-1

TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
残暑お見舞い申し上げます

代表取締役　柿 本 平 三

残暑お見舞い申し上げます

代表理事組合長  長恒　充

おかやま酪農業協同組合
代表理事組合長 岡田　穂積
　　〃　 専　務 長恒　泰治
〒708‒0841　津山市川崎94‒1

TEL（0868）26‒1101　FAX（0868）26‒6763

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます



　豚コレラの発生が止まらない。養豚場は、飼養衛生管理基
準の順守・徹底に日々 全力で取り組んでいるが、野生イノシシへ
の感染が拡大し、終息どころか先が見通せない状況だ。
　国は、飼養衛生管理の徹底を図ることで養豚場での発生を
防止するとしてきたが、生産現場の目線で考えれば、地域限定
のワクチン接種の是非検討等、対策が後手に回ったと感じるの
は私だけだろうか。発生地や近隣の養豚場の不安とやり場の
ない怒りは察するに余りある。一刻も早い終息を願うところだが、
長い闘いとなりそうだ。
　アフリカ豚コレラも心配だ。外国からの旅行者等が持ち込ん
だ豚肉・ソーセージ等からアフリカ豚コレラのウイルスが検出され
ている。国には、外国との連携を強化し、検疫等による国内への
侵入防止に万全の対策を講じて欲しいものだ。（Y.N）
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ナイター（14：45～20：50） ナイター（14：45～20：50）

　令和元年7月27日（日）、岡山県馬事畜産振興協議会（事
務局  岡山県畜産協会）は、高知競馬場において『岡山県もも
たろう特別競走』を開催しました。今年は協議会員9名が参
加し、先着300名に蒜山ジャージーヨーグルトを配布しました。
　レースは、第 7競走サラ系1400mで、カネトシピュール（馬
主：兼松昌男 騎手：佐原秀泰）が勝利し、関係者に『おかや
ま和牛肉』を贈呈しました。予想的中とはいきませんでしたが、
おおいにリフレッシュできました。
　皆様も、たまには競馬場へ出かけてみてはいかがでしょうか。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス
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笠岡市カブト中央町　　東山　大介さん（乳用牛）

〔施策〕
　岡山県の酪農振興施策について
　　　岡山県農林水産部畜産課

〔特集〕
　畜産クラスター全国調査に見る
　和牛繁殖農家の現況について
　　　（一社）岡山県畜産協会

〔教育現場の声〕
　高松農業高校　畜産科学科からその先へ
　　　岡山県立高松農業高等学校

〔技術のページ〕
　粗飼料の物理的飼料特性について
　　　農林水産総合センター畜産研究所
　　　飼養管理研究グループ

〔県民局だより〕
　家畜伝染病防疫研修会を開催しました
　　　美作県民局畜産第一班

〔家保のページ〕
　豚コレラ感染拡大止まらず！
　～引き続き飼養衛生管理の強化を～
　　　高梁家畜保健衛生所

〔農業共済だより〕
　畜産だより　
　　　西部家畜診療所　松尾　みなみ

〔畜産現場の声〕
　牛に優しい酪農経営を目指して
　　　笠岡市カブト中央町　東山　大介

〔お知らせ〕
　農場ＨＡＣＣＰ認証制度研修会のご案内
　　　（一社）岡山県畜産協会

こうして防ごう、農作業事故
～安全な機械作業のために～
　　　（一社）岡山県畜産協会
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生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。

株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役　青江　一三
本　　　社　　　〒７１９－１１５６　総社市門田７０－１　TEL（０８６６）９３－８７９０

阿曽事務所　　　〒７１９－１１０３   総社市西阿曽前田１９３－４
　　　　　　　　TEL（０８６６）９９－８３００　　FAX（０８６６）９９－８３０１

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます


